
市政についてのご意見ご要望をお聞かせ下さい。（電話 事務所６２－６２００ 森本宅６２－６０６１ ）

上野 安是議員◆井原市災害時要援護者避難支援プランにおける個別計画の策定状況について ◆子育て支
援を中心とした定住促進対策について

森下 金三議員◆市長との面会について ◆機構改革について ◆教育について ◆観光行政について ◆私学
助成について

鳥越孝太郎議員◆市民生活に身近で、利用しやすい公共交通総合連携計画の実施状況について ◆市民参加
の健康増進と四季が丘へ建設のグラウンド・ゴルフ場の運営全般について

坊野 公治議員◆危機管理について ◆公共交通の見直しについて
川上 泉議員◆協働のまちづくり事業について ◆有料ごみ袋について ◆救急医療体制について
佐藤 豊議員◆防災・減災対策の拡充について
河合 建志議員◆集団登下校の交通安全対策について ◆学校給食費の集金について
簀戸 利昭議員◆農村活性化政策について ◆耕作放棄地対策について
森本 典夫議員◆小・中学校、市立高校の２学期制検証委員会の設置を早めては ◆美星地区、芳井地区の

公共交通のバス運行時間の改善・充実を ◆合併後の美星、芳井両支所の大幅人員削減と
課の統合で市民サービスの低下を招いています。市は、この現状をどう考えていますか
◆中学校での柔道必修化に伴う事故の対策と対応の強化及び、国からの調査に対して井原
市としての改善点の具体的内容は ◆今年度から小田川の堤防決壊を想定し、避難訓練を
実施します。市として獲得目標と全体構想をどう立てていますか ◆老朽が進んでいる市
立高校の校舎についての今後の方針は ◆孤立死・孤独死などの悲劇を生む困窮の構造に
メスを ◆西江原町の立戸公園にドームを建設し、全天候型公園に
◆市会議員選挙、市長選挙の「選挙公報」を市のホームページに掲載を

大鳴 二郎議員◆市町村合併がもたらした問題点と今後の課題について ◆生活交通再生・
住み続けるための足の確保について

川上 武徳議員◆井原市食肉センターの閉鎖について
藤原 浩司議員◆井原クリーンセンター及び野々迫最終処分場等について ◆井原市の所有する宿泊施設に

ついて ◆自治消防、消防団の可搬ポンプ車、ポンプ車等について
水野 忠範議員◆震災後の被災地支援について ◆井原市の災害対策について

井
原
民
報

２０１２年(平成２４年)６月２８日 井 原 民 報（第１２５号） （１）

２０１２年（平成２４年）井原市議会６月定例会での質問議員の項目
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井原市議会６月定例会が、６月１１日から２５日まで開かれまし
た。この度の補正予算は、昨年設けた４基金への繰り入れが中心で
した。基金への積み立ては、２面のとおりです。

森本議員は、平成元年６月議会の初質問から数えて連続９３回目
の質問を行いました。質問は９項目でしたが、その一部の質問と答
弁の概要は次のとおりです。

請
願
・
陳
情
の
審
査
結
果

◎
四
季
が
丘
に
暮
ら
す
子
供
た
ち
の
安
全
確
保
に
つ
い
て

通
学
支
援
バ
ス
継
続
の
お
願
い
（
請
願
）

・
・
・
不

採

択

◎
モ
ー
タ
ー
ボ
ー
ト
競
走
の
場
外
舟
券
発
売
場
の
設
置
に

関
す
る
お
願
い
（
陳
情
）

・
・
・
継
続
審
査

◎
『
競
艇
の
場
外
販
売
場
設
置
反
対
』
を
求
め
る

陳
情

・
・
・
継
続
審
査

質問 美星、芳井両地区のバス利用
者、特に高校生やその家族から、帰
宅時間帯の増便や、最終便の時刻繰
り下げを望む声が強い。

早急に美星、芳井地区の公共交通
のバス運行時間の改善・充実を。

答弁 井原バスセンター
の最終便を、美星方面は、
１９時台を増便。芳井方
面は、１８時３０分を３
０分程度繰り下げて１９
時台にし、今年１０月か
ら運行したい。

質問 老朽が進んでいる市立高校の
校舎について、ズルズルと結論の引
き延ばしをするべきではない。今後
の方針をお考えでしょうか。

移転可能な最低条件はどのような
ものになりますか。移転先にＮＴＴ
を借り上げてはどうか。

質問 市議会議員選挙、市長選挙の
「選挙公報」を今までどおり各戸へ
配布すると同時に、市のホームペー
ジにも掲載を。

答弁 来年の市議会議員
選挙での実施に向けて技
術的な課題も含めて検討
する。（選挙管理員会）

▲

答弁 庁内の「井原市高
等学校のあり方検討委員
会」が検討してきたが、
現在のところ方向性の決
定には至っていない。

ＮＴＴは、以前打診し
たが断られている。

質問する森本市議

▲

▲



６月 ９月1１月２月 ６月１０月12月 ２月 ６月 ９月 12月 ２月 ６月

房 野  公 治 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 11

藤 原  浩 司 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 13

上 野  安 是 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 13

簀 戸  利 昭 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 13

西 田  久 志 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 10

馬 越  宏 芳 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 7

三 輪  順 治 〇 〇 〇 〇 〇 5

大 鳴  二 郎 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ○ 〇 10

水 野  忠 範 〇 〇 〇 3

川 上  武 徳 〇 〇 〇 〇 〇 ○ 〇 7

宮 地  俊 則 〇 〇 〇 〇 〇 5

佐 藤   　豊 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ○ 〇 13

井 口      勇 〇 〇 〇 〇 〇 5

森 下  金 三 〇 〇 〇 3

河 合  建 志 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ○ 〇 12

鳥越 孝太郎 〇 〇 〇 ○ 〇 5

川 上      泉 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ○ 〇 11

高 田  正 弘

藤 原  清 和 〇 〇 2

森 本  典 夫 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ○ 〇 13

藤 原  正 己

乘 藤   俊 紀 〇 1

質問者合計 9 15 15 13 13 12 9 15 12 12 11 13 13 162

議　　　長

平成23年

井原市議会定例会一般質問状況一覧

質問

回数

平成２４年
議 員 名

平成21年

議   　　 　 　長

平成22年
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日本共産党の森本市議はみなさんの利益を守ることを第一に考え、市民こそ主人公の立場で奮闘します。

森本市議の無料なんでも

生 活 相 談
と き

毎週月曜日 午前１０時～１２時

ところ
日本共産党市議事務所 井原町103

でんわ
６２－６２００ (党市議事務所)
６２－６０６１ (森本ふみお宅)

●
平
成
24
年
10
月
か
ら
、
美
星
、
芳
井
地
区
の
バ
ス
運
行
時
間
を
、
井
原
バ
ス
セ
ン
タ
ー

の
最
終
便
を
、
美
星
方
面
は
、
19

時
台
を
増
便
。
芳
井
方
面
は
、
18

時
30

分
を
30

分
程
度

繰
り
下
げ
て
19

時
台
に
改
善
。

●
平
成
25
年
の
市
議
会
議
員
選
挙
の
「
選
挙
公
報
」
が
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
掲
載

さ
れ
る
。

●
平
成
24
年
度
も
平
成
23
年
度
同
様
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
助
成
が
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。

●
平
成
24
年
12
月
以
降
に
、
大
学
教
授
な
ど
を
含
め
た
検
証
委
員
会
を
編
成
し
、
学
校
２

学
期
制
に
つ
い
て
検
証
し
ま
す
。

●
平
成
24
年
度
か
ら
在
宅
血
液
透
析
患
者
に
助
成
金
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

●
平
成
24
年
度
か
ら
「
平
成
改
製
原
戸
籍
附
票
」
が
交
付
さ
れ
ま
す
。

●
平
成
24
年
６
月
に
井
原
市
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
へ
自
動
昇
降
機
が
設
置
さ
れ
ま
し
た
。

●
平
成
24
年
度
よ
り
、
３
歳
児
の
受
け
入
れ
を
、
施
設
、
設
備
、
人
員
配
置
が
整
っ
た
幼

稚
園
か
ら
順
次
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。

●
平
成
24
年
度
の
早
い
時
期
に
、
井
原
市
地
域
防
災
計
画
が
見
直
さ
れ
ま
す
。

●
平
成
24
年
現
在
「
方
言
辞
典
」
作
成
の
た
め
、
監
修
者
と
調
査
協
力
員
な
ど
組
織
作
り

の
た
め
の
人
選
を
行
っ
て
い
ま
す
。

●
平
成
23
年
11
月
に
放
射
線
量
測
定
器
を
購
入
し
、
本
庁
、
芳
井
、
美
星
の
両
支
所
を
定

期
測
定
し
て
い
ま
す
。
希
望
者
に
は
職
員
が
出
張
測
定
し
て
い
ま
す
。

●
平
成
23
年
度
に
井
原
市
と
笠
岡
市
の
市
境
の
小
田
川
に
架
か
る
「
薬
師
橋
」

の
欄
干
を

補
強
し
ま
し
た
。

●
体
育
館
の
洋
式
ト
イ
レ
は
、
す
べ
て
23

年
度
中
に
設
置
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、

各
園
各
校
と
も
教
職
員
用
は
一
基
以
上
積
極
的
に
設
置
さ
れ
ま
す
。

●
平
成
23
年
度
か
ら
子
ど
も
の
医
療
費
の
無
料
化
が
、
入
院
・
外
来
と
も
対

象
が
中
学
３
年
生
ま
で
に
拡
充
さ
れ
ま
し
た
。

●
平
成
22
年
10
月
（
新
築
し
た
出
部
は
、
24
年
３
月
）
か
ら
幼
稚
園
で
給
食

が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

●
平
成
22
年
６
月
か
ら
旧
井
原
市
内
の
地
区
公
民
館
に
公
民
館
主
事
が
配
置

さ
れ
ま
し
た
。

●
平
成
22
年
７
月
の
参
院
選
か
ら
井
原
地
区
の
期
日
前
投
票
所
が
市
役
所
１
階
の
市
民
サ

ロ
ン
内
に
変
更
さ
れ
ま
し
た
。

●
相
原
公
園
の
桜
で
回
復
の
見
込
み
の
な
い
木
は
伐
採
し
、
年
次
計
画
で
植
栽
さ
れ
ま
す
。

●
平
成
22
年
９
月
か
ら
芳
井
町
北
部
の
高
齢
者
を
対
象
に
、
予
約
制
の
デ
マ
ン
ド
型
乗
り

合
い
タ
ク
シ
ー
の
試
験
的
運
行
が
始
ま
り
ま
し
た
。

●
平
成
22
年
度
か
ら
ロ
コ
モ
テ
ィ
ブ
シ
ン
ド
ロ
ー
ム(

運
動
器
機
能
低
下
症
候
群)

対
策
と

し
て
い
ば
ら
サ
ン
サ
ン
交
流
館
で
「
ロ
コ
モ
講
座
」
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

●
平
成
22
年
度
か
ら
幼
・
小
・
中
・
市
立
高
校
の
敷
地
内
は
禁
煙
に
な
り
ま
し
た
。

●
平
成
22
年
11
月
に
西
江
原
幼
稚
園
跡
地(

約
７
０
０
坪)

が
舗
装
さ
れ
ま
し
た
。

●
平
成
21
年
度
で
小
・
中
学
校
の
各
教
室
に
扇
風
機
が
設
置
さ
れ
ま
し
た
。

●
平
成
21
年
度
か
ら
70
歳
以
上
の
前
立
腺
が
ん
検
診
料
が
無
料
に
な
り
ま
し
た
。

●
平
成
21
年
４
月
に
、
合
併
後
の
「
井
原
市
の
文
化
財
」
が
発
刊
さ
れ
ま
し
た
。

●
平
成
21
年
度
か
ら
70
歳
以
上
を
対
象
に
、
肺
炎
に
掛
か
り
に
く
く
肺
炎
に
掛
か
っ
て
も

軽
く
て
済
む
効
果
が
あ
る
、
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
の
摂
取
費
用
の
約
半
額
が
助
成
さ
れ

て
い
ま
す
。

平
成
21
年
４
月
に
市
議
選
が
行
わ
れ
３
年
が
経
ち
ま
し
た
。
こ
の
間
、

み
な
さ
ん
の
声
を
森
本
市
議
が
市
議
会
等
で
取
り
上
げ
、
次
の
こ
と
が

実
現
ま
た
は
実
現
し
ま
す
。
そ
の
一
部
で
す
が
紹
介
し
ま
す
。

み な さ ん の 声 が 実 現 ま た は 実 現 し ま す

井原市議会は中山氏を監査委員に選任すること、高尾、小出、
藤井の３氏を人権擁護委員に推薦することに同意しました。

●中山 恒男氏 井原市西江原町 昭和１２年生まれ
●高尾 龍進氏 井原市美星町 昭和１６年生まれ
●小出 里美氏 井原市美星町 昭和３４年生まれ
●藤井 豊美氏 井原市美星町 昭和３０年生まれ

井原市議会６月定例会での予算関係は、一般会計補正予算

のみでした。補正額は、１５億２,５００万円でした。

補正後の一般会計の予算総額は、２０５億３,８００万円

になり、前年６月と比較すると０.８％の減となっています。

この度は４基金への繰り入れが、合計１４億２１０万円あ

り、補正予算額全体の約９２％を占めています。

基金への積立金等は次の通りです。

◆井原市安全・安心基金積立金 ４億６０万円

◆井原市次世代育成基金積立金 ４億６０万円

◆井原市産業振興基金積立金 ３億４５万円

◆井原市健康・生きがい創造基金積立金 ３億４５万円

井原市議会は次の工事や財産取
得の議案に全員賛成しました。

七日市町の浄化センター機械濃
縮設備工事
・・・基本協定金額 ４億6千万円

市立荏原幼稚園園舎新築工事
・・・契約金額 1億8,879万円

緊急告知端末機8,256台を取得
・・取得予定価格 68,830,272円


